
詳細版 

令和元年度（２０１９年度）熊本県第１回総合教育会議 議事録 

 

期 日：令和元年（２０１９年）１０月１０日（木） 

 時 間：１０：００～１１：３０ 

 場 所：県庁本館審議会室 

 出席者：蒲島 郁夫 知事、古閑 陽一 教育長、木之内 均 教育委員、 

堀内 忍 教育委員、吉井 恵璃子 教育委員、櫻井 一郎 教育委員 

 議 題：「本県教育行政の今後の重要施策」 

 

※開会あいさつ省略 

※事務局資料説明省略 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございました。それでは、一つ目のテーマ「『夢』を育む～確かな

学力の向上と世界にはばたく人材の育成～」につきまして、ただ今の資料の説

明に関してのご質問でも結構でございます。自由にご意見をいただければと考

えております。 

 

【蒲島知事】 

私から。英検の３級程度の英語力を持つ中学生の２８年度は全国最下位だっ

たけども、２０位まで伸びたと言うことですが、それは何が一番大きな要因で

すか。 

 

【古閑教育長】 

事務局の方から。 

 

【古田課長】 

失礼いたします。義務教育課長の古田と申します。弘済会というところから

補助をいただいているおかげがございまして、毎年７００人程度の子どもたち

に補助を続けてまいりました。そのことによって、普段はチャレンジをしてい

なかった子どもたちもチャレンジをしてみようという意欲を喚起できたことが

一番の要因ではないかという風に考えております。 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございました。 



【蒲島知事】 

これはやれば出来るということ？ 

 

【古閑教育長】 

そうです。もう少し全国平均まで差がありますので、それを超えるくらいの

気持ちで今取り組んでおります。今年から県で直接の補助も市町村に対してで

きるようになりましたので、なお一層の充実を図れるように取り組んでまいり

ます。他には何かございますでしょうか。はい、どうぞ木之内委員。 

 

【木之内委員】 

今、２０位まで伸びたという事、やっぱりこの熊本、今、知事のおかげでイ

ンバウンドもだいぶ増えて、非常にグローバルになってきたとは思うんですけ

ど、やはり地方に住んでいて、一番思うのは海外に対する根本的な興味がやは

りちょっと少ないのかなあという感じがあり。それは県が悪いとか、そういう

意味ではなくて、むしろ年配の方々自体が全く海外に対してあんまり認識がな

いという傾向があるような気がするんで、やっぱり自然に子ども達も目が遠ざ

かって、そういう意味ではやっぱり海外の面白さとか、色々なそういった事み

たいなのを、低学年のうちから、色んな形で、どう伝えるか。今ＢＳですとか、

色々な意味でテレビではやってますけど、むしろそういうものが身近でやって

るがゆえに興味を持って見ようとするっていうんではなくて、逆に当たり前に

なりすぎて本当の興味を持たないみたいなのをちょっと感じるんで。何か我々

はハワイ旅行でもできたらすごい事だ、みたいなそういう憧れがあったんだけ

ど、逆に僕は今の子どもはそういう海外に対する憧れが減っちゃってるんじゃ

ないのかなっていう気がちょっとしないでもないので、是非ですね、低学年と

かを含めた若い小学校のうちぐらいに、そういう面白さを伝えられるような、

カリキュラムというか、仕組みみたいなものがあると、色々な意味で興味につ

ながるのかなあなんて事をちょっと感じています。 

 

【古閑教育長】 

はい。堀内委員。 

 

【堀内委員】 

今の木之内委員がおっしゃったのがまさしく私も感じていたことで、今ほん

とにラグビーで日本中が沸いてると思います。熊本にも、フランスチームとか、

あとウルグアイのチームとか色々な外国の選手の方がいらっしゃって下さって

ます。その中で、やはり、もちろん学校のカリキュラムでそういう事を、盛り



込むっていう事も大事だと思いますが、まさしく外国人選手だったり、外国の

文化っていうものを近くで感じられるような、そういう招致っていうことをし

ていく事も大事かなって思っています。特に今ほんとにラグビーは、大人から

子どもまで大興奮で、みなさん興味を持って見てらっしゃると思うので、やは

り何かきっかけですね、興味を引く、子ども達が何か「あ、これ面白い」とか

「あ、この人達すごい」っていうそういう所から海外に興味を持つっていうこ

ともとても大事だと思いますので、是非そういうような招致も頑張ってしてい

ただけると熊本がもっともっと盛り上がって、子ども達がもっともっと海外に

目を向ける、チャンスというかそういう場が設けられるのかなって思っており

ます。 

 

【櫻井委員】 

すみません。このレジュメは一つひとつ、何かこう返答するってあれではな

くて、もっと骨太にと思ってますので、例えばこの一人一人っていうのがほん

とにできるのか、例えばそれよりも２０人学級にした方がいいんじゃないかと

か色々意見はあるんですが、先程のあれからいきますと、やはり熊本県としま

しては、この夢を育む、広げる、支えるとことなんですけど、今日のノーベル

賞の吉野先生がおっしゃってましたように、やはり夢のきっかけが大事だった

と。『ろうそくの科学』というのを読んで科学をやってみようと思われたという

風にありますが、やはり子ども達は何がきっかけで夢を見つけるのかっていう

のは分かりませんので。例えば具体的な話しますと、例えば、熊本の先輩を呼

んできて話をしてもらうとか、知事に学校に行ってもらってどんどん講話して

いただくとか。あるいは、会社の見学をどんどんさせるとか、海外留学をさせ

るとか、教科書だけじゃなくて、やはり夢のきっかけになるような、そういう

心に残るイベントをどんどん学校の授業の中に入れていって、そして今日何が

何に感動するかやっぱ我々はもう分からないところがありますので、どんどん

鉄砲を撃つような形で子ども達に刺激を与えるような環境ができればという風

に思っております。以上でございます。 

 

【蒲島知事】 

今ラグビーの話が出ましたけれども、私はとてもチャンスがあると思うのは、

ハンドボールが９６試合行われるんですね。一校一国、応援の制度っていうの

ができてますけども、これを形骸化させずに本当にその国のことを学ぶと。そ

ういう機会にしてほしいと思いますよね。そのことで応援にもまた力が入って

ると、そういう海外のこう一つの接触のチャンス、これがとても大事なような

気がします。 



ＡＬＴもやっぱりこれは、ほとんどの学校に配置されるようにしないと、だ

んだん取り残されていくと思いますね、それ配置されてないところは。海外へ

の機会、チャンス。それで是非ハンドボールを頑張ってやっていただきたいな

と思います。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。 

知事からお話がありましたけど、ハンドボールにつきましても今子ども達が

直接試合を見に行く数がもう８万人を越えるぐらい、今そういう取り組みを進

めようとしておりますので、ぜひ生の試合を見て実際、国を応援していただく

中で、国の理解もより一層深まるんじゃないかなあと思います。あと、櫻井委

員の方から刺激の話がありましたけども、非常に大事な指摘じゃないかという

風に思っております。知事もいろんな形で今出前講座にも行っていただいてま

すけど、どうでしょうかね。 

 

【蒲島知事】 

初年度、最初の就任した時から比べると頻度が落ちてますよね。ほんと毎週

のように最初の間は行きよったので。だから小学生、中学生の方が反応が良い

んですね。小学生が多分、いいんじゃないかなと思うので、また是非その機会

を設けていただいて、他の行事から知事の出前講座を再開する、学校の方のな

んていうかこう熱意をね、最初の頃に比べてみんな忙しくなったんでしょうね。

忙しくなったんじゃないかなと思います。 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございます。 

 

【木之内委員】 

知事もほんとお忙しくてなかなかあれでしょうけども、ここにある熊大等の

留学生との事っていうことで、僕も今ちょっと大学にいて思うのは、案外留学

生が孤立してる。日本の学生さんの特徴なのかもしれないけど、せっかく来て

るんだから友達になればいいじゃんって思うんですけど、なかなか留学生と日

本の学生自体との交流も思ったほどないんですよ。全然ないわけじゃないんで

すけど。だから、逆にほんとこういった留学生なんか結構時間があるんで、も

うわざとですね、それこそ知事程人気になるかは別として、出前授業じゃない

ですけど、自分の国の事を話しに来てもらうとか、とにかくそういう機会を増

やすことの大事さがあるんで。そうするとまた留学生にとっても何か自分たち



が来た地域でためになってるって思ってもらうことはすごく良いことですし、

地域を知ってもらうことにもなるんで、何かもうちょっとこう具体的な形で強

めて、具体的な策みたいなのを練ってみたらどうかなあということを思います。 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございます。 

 

【吉井委員】 

すみません。学力調査の件なんですけれども、これを上げるという事はつま

り平均点を上げるということになります。成績上位の生徒さんを伸ばすことも

大事なんでしょうが、下位の生徒さんの底上げをすることの方が多分、簡単と

言ったらいけませんが、やりやすく、そして下位の生徒さんの夢を育むことに

なるんじゃないかと思います。その意味では、その資料にあります、確かな学

力向上の大きな１番の（２）、（３）にあります、課題のある学校への支援検討、

そして一人ひとりの理解状況を分析するというのはとても大事なことではない

かと思います。学力はおそらく、ここでは私が勝手に思っているんですが、個

人が自信を持ってこそ伸びるものだと思います。成績が上がって更に自信がつ

く、自信がつくからもっと勉強する。その繰り返しの中で伸びていくものでは

ないかと思いますので、仮に自分が低いところにいると思っている子に対して

は丁寧な指導をしていただいて、まず自信を持たせて、そしてさらに伸ばして

いくということを考えていただくのがとてもいいんじゃないかなと私は思って

おります。 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございました。櫻井委員からさっきお話がありましたけれども、

経済界とか産業界からも今出前講座っていいますか、色んな形でご協力をいた

だいて学校現場に来ていただいております。なお一層ご協力いただいて学校現

場でもより多くの生の声を聞かせていただく機会ができればというふうに思っ

ております。 

 

【櫻井委員】 

小学生なら小学生ってターゲットを決めていただくと、逆に教材とか作りや

すいんですよ。高校生に出す教材と小学生に出す教材は、工夫がいりますので、

そこも決めていただくとやりやすいんじゃないかなと思います。変な話ですけ

ど、うちでやってますのが、くまモンのブックエンドを作ってもらいます。全

部レーザーで切って、くまモンの形をしてるんですが、最後にブックエンドで



すから立たなきゃいけないんです。ここの立てるとこをコンコンコンコンコン

叩いて作って、くまモンのブックエンドが出来て楽しそうに持って帰りますが、

楽しそうにやって、そのかわり怪我しないようにどうするかって色々と挟む器

具を考えたりしたんですね。そうやって、ぜひターゲット決めていただいて。 

 

【蒲島知事】 

それからくまモンていう財産が熊本にいますから、教育の現場で最大限活用

されたらどうかなって思うんですよね。先生たちもそしたら楽しくなると思う。

さっき言ったように底上げの動きなんか、そういうのね。くまモンの活用策も。 

 

【木之内委員】 

昔ちょっと、冗談半分で、くまモンジュニア作って英語しか喋れなくして、

回ったらみたいな話もちょっとは出たけど、なかなかやっぱり、パテント問題

とかいろんな事の中で、そう簡単にはいかないですけども、何かやっぱり食い

つきが確実にくまモンの力っていうのは絶大なものがあるので、やっぱりそう

いうものをまさしく英語教育だったりとか、工夫ができると面白いと思うんで

すよね。今、くまモンは喋らないもんだから。 

 

【蒲島知事】 

だから喋らなくても国際化できるということね。そういう意味では、やっぱ

り外国に対する興味もそうでしょうけども。ジェスチャーだけでも、ちゃんと

やっていけるっていう。アイデアも、奥さんに子どもが生まれて英語しか喋れ

ないっていうくまモンも将来的には。 

 

【木之内委員】 

あと、ぜひ、今櫻井委員のおっしゃられていた出前授業みたいな形の産業界

の。こういうのを僕は先生方の研修会でできるだけ、増やしていただけたらと

思いますね。やっぱり先生方自体に一般社会がどうなってるかをできるだけ機

会を多く伝える場があると生徒さんだけではなくて。その辺も一つ、もちろん

やれる範囲はあるでしょうけれども、ぜひ。 

 

【古閑教育長】 

学校現場ではそういう機会を作るっていうのは、十分今後もできるっていう

理解でよろしいでしょうかね。 

 

 



【古田課長】 

義務教育課でございます。十分機会を作ることは可能かと思いますので、ど

うぞよろしくお願いを致します。ありがとうございました。 

 

【古閑教育長】 

テーマが３つありますので、とりあえず今の１つ目のテーマは、また後ほど

ご意見があれば併せてということで２つ目のテーマに移らせて頂きます。２つ

目のテーマは「『夢』を広げるという事で、県立高校の未来を考える。そのあり

方と特色づくり」という事でございます。事務局の方から説明をお願いいたし

ます。 

 

※事務局資料説明省略 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。それでは２つ目のテーマ「『夢』を広げる～

県立高校の未来を考える」ということで、そのあり方と特色づくり、また併せ

ましてＩＣＴの活用による学校の活性化、地域間格差の解消、そういったテー

マについて、少しご議論いただければという風に思います。よろしくお願いい

たします。 

 

【吉井委員】 

はい、吉井でございます。県立高校についてですが、学校は地域を支えるも

のだと思います。定員割れがそれぞれの地区に存在するようですが、それでも

学校が地域を支える現状は変わっておりません。例えば熊本地震の前後で大き

く変わったものの一つとして、学校は避難所になるという意識が生まれたこと

があります。防災においても、とても重要なもので、定員割れが続いて、学校

は不要じゃないか、高校が不要じゃないかという考えではないと思います。子

どもが県内に住む以上、どこにいても同じ教育が受けられる状況でなければな

りません。と同時に、学校は学校で子ども達に選ばれる学校でなければならな

いと思います。 

そのためにあるのがこの特色、学校特色づくりになると思うんですが、これ

に関して私が知っている先生をちょっと紹介したいと思います。小学校なので

すが、どうすればその人数の少ない学校に子どもが来るか、どうすれば地域に

愛されるか、これを一生懸命考えて自分自ら地域に入っていって、色んな会議

を学校で行うようにして、学校と地域の距離を小さくして、そして色んな制度

を自分もすごく勉強されまして、色んな制度を学校に持って来て、その先生は



小規模特認校という制度を自分の学校に持ってこられました。そして、プール

の裏の空き地を公園にして、地域に開放したりしてとても地域に慕われていま

す。この学校は私の地元の学校なんですが、この十年ではじめて子どもの数が

増えました。任期を何事もなく終わらせようという校長先生ならば、他の先生

方も無気力になります。ですが、この校長先生のように色んな事にチャレンジ

する校長先生のもとでは、他の先生もすごく積極的で学校の色んな力を、新し

い力を見せてくださいます。 

今後、おそらく郡部で学校を維持するのは大変な時期になっていくんじゃな

いかと思いますが、「ひょっとしたらこのまま地元の学校がなくなるんじゃない

か」という強い危機感を校長先生のリーダーシップの下、すべての教職員で持

っていただいて、その中で一生懸命考えて考えて、動いて動いて、新しい特徴

のある学校を作っていただきたい。危機感が大きければ大きいほどその中でい

ろんなアイデアが生まれ、その中で本当に素晴らしい活動ができるようになる

と思います。そして特徴をつけたうえで、そしてその結果をまずは皆さんには

見て欲しいかなと思います。生徒が少ないとかそういう事のみではなく、どれ

だけ地域に愛されるか、地域が必要とするか、地域との距離を縮めるか、そう

いったことも学校の価値ではないかと思います。それを一つの特色づくりとし

て、学校の評価の一つとして加えていただければいいかなと思います。以上で

す。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。 

 

【櫻井委員】 

吉井委員の考え方も分かるんですが、ただ、やはりこの次のページを見ても

分かりますように、圧倒的に子どもたちの数が減ってるんですよ。数が減って

ますから、どんなに頑張っても定員は割れてしまいます。ですからやはり、定

員割れをしない、ちょっと半分冗談半分本気なんですが、定員割れをしないた

めには定員を減らす、少なくすればいいですね。１００人を５０人にすれば割

れということはないわけですから、そういう事も含めて抜本的にしなきゃいけ

ないだろうと思うんですけど。やはり私立高校等の競争に負けてるというのは

ちょっと問題ではないかなと。どうして私立に親御さんはやるんだろう、ある

いは子ども達行くんだろうっていう事をよく考えて、例えば甲子園に行きたい

から行くっていうのはあるかもしれませんが、そこをきちっと公立高校なりの

特色を出さなきゃいけないという風に思います。ただ特色を出すという動きで、

約５０％は大学に進学するわけですから、やはり大学に進学がしやすい、どこ



でも好きな大学に行ける、好きな先生のいる大学に行けるという風な学力をき

ちっと教え込む高校。それともう一つは産業教育の高校がありますが、工業・

商業・農業だと思うんですけど、ここのとこはまさに特色が出せるかと思いま

すので。やっと３年ほど前ですか協議会ができたりして産業教育にすごい力が

入ってきたんですけど、もう少し産業教育のこと考えて、こここそ私立に勝て

るとこだと思っておりますので、磨いていけたらなという風に感じております。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。 

 

【木之内委員】 

はい、今、櫻井委員がおっしゃられた通りだと思って、これ少子化を止める

ことはどうにもなんないんですよね。それで結局、僕はある程度、吉井委員が

おっしゃられたように、地域ではやはり必ず高校は必要だっていうのはもう当

然のこと。それだったらですね、結局ある程度小規模校ありきでもって計画を

立ててみる、地方の場合は。これは僕は学校の責任だけではないと思ってるん

ですよね、やっぱりこれだけ人口が減少してしまう、都市に特に若手の人が流

れてしまう現状っていうのは別に学校の責任ではなくて社会的なもう構造です

から、もうそこをどうこうっていう、それを学校でひっくり返せって言われて

も僕はかなり課題が大きすぎて難しい。そうであるならば、次へ考えるのはも

う減ることを前提とした、まさしく小規模校で十分に教育もでき、特徴があり

よかったっていう学校っていうのはどういう学校なのかというのをまさしく現

段階からしっかりと考えないと、手遅れになるっていうのが僕としては非常に

感じてます。 

それともう一つは、やっぱり僕もちょうど委員長のときに最後の廃校に携わ

った者として、あれだけ熱を入れて残してくれというパワーがなぜ日頃出ない

のかというのを非常に感じてます。特に僕が住んでる阿蘇でも、非常に今年定

員（生徒数）が少なくて校長先生も副校長先生もご相談に来られました。僕は

とにかく今から地域の人達との話し合いも含めてやった方がいいかなという事

で色々根回ししてこう色んな形でそういう話をするんですけど、なかなか実行

に移されないんですよね。僕はそこが学校側の忙しさなのか、それとも地域行

政側のやっぱり一歩踏み出さないところなのか、よく分かりません。ですけど、

ある程度教育委員会なり県なりとして、特に郡部の学校に対しては、こういう

事を課題として日頃もうテーマに挙げて、色々な会議を持つ機会を作りなさい

ぐらいの、ある程度そういう時間を作りあげていかないとこれ簡単に間は縮ま

んないんじゃないかなというのをちょっと感じてます。 



そういう意味でも、もちろん忙しいことは事実ですけど、ある程度もう数字

は分かりきってるわけですから、相当本腰を入れてこの機会に次の一歩に踏み

出す、踏み出しておかないといかんというのを僕は非常に感じてます。 

特に特徴づくりについても、やっぱり指導要領があって、カリキュラムがあ

って、シラバスがあるもんですから、基本的にそこを重視するというと非常に

特徴を出しにくいんですね、学校側としては。これはもう教員の先生方のご苦

労もよく分かります。だから、ある意味そういうものを突破して、例えば、う

ちでいえば結構有名なものもあるわけですし、（突破できた）事例あたりが何を

もってそういう所を突破できたのかとか、こういう所を少し真剣に取り組んで

みる。先程、吉井委員がおっしゃられた小規模特認校みたいなものっていうの

がどういう制度で出来るもんなのか、この辺のところは僕はある意味今回総合

的にチーム作ってでも検討し、各校に下していく、タイムリミット決めて検討

していかないとまず手遅れになるんじゃないかなというのを肌感として感じて

ます。 

 

【蒲島知事】 

定員割れっていう言葉が確かに、マイナス思考ですよね。これはどう考えて

も効率性を追求するための一つの指標のような気がします。でも今は効率性じ

ゃなくて、それが状態なので、改めて小規模校のメリット、少ない人数で先生

が立派だと私は学ぶ機会が多くなるので小規模校は良いんじゃないかと、むし

ろ。そこで様々なチャレンジを校長先生がして。県庁ではそこで「皿を割れ」

って言ってるんですけど、学校の先生たちも皿を割れ精神で色々なことにチャ

レンジされると。そして最終的に小規模校の方が、みんな成績もいいし元気だ

なと。さっき言ったように熊本市内に出てこなくてもそこでちゃんと成績が伸

びて大学に行けると。大体東大で見ていてわかりますけど、受験校から来たよ

りもそうじゃない高校から来た人たちの方が伸び率が高いんですね。そういう

こともあるので、高校までに自分のエネルギーを使い果たしてしまうのではな

く、エネルギーを溜めているというそういう教育も必要かなと思いました。 

スーパーティーチャーの方々も定年になってそのまま役割を終えるのではな

くて、スーパーティーチャーの方々が新たなチャレンジの場として小規模高校

に行くと。そういう形で１００歳まで生きる時代だから、小規模校あるいは地

方の定員割れとか言わずに、教育重点校とかなんかプラス思考の名前がいいな

と思って。スーパーティーチャーの定年後のあり方とかそういうことに関連し

てやっていただくと面白い試みになるのかなと思います。 

 

 



【堀内委員】 

すみません。先程から小規模校の話が出てるんですが、私が教育委員になっ

たばかりの時代。ちょうど高校の後期の再編の時でした。それで天草西校に見

学とか学校訪問をしに行ったんですが、１学年で６人だったんですね。ほんと

にちょっとその衝撃はとても大きくて。この６人で確かにお互い同士の信頼関

係はとてもしっかりと結ばれると思いましたが、果たしてこの子達はこれで社

会に出た時に、これだけの人数でどのようにコミュニケーションを取っていく

のかな。高校っていうのはもちろん大学進学のステップでもありますが、社会

に出るほんとに最終的なステップになる子達もいるので、そういう事を考える

と、やはり少人数のメリットっていうのは、先程皆さんおっしゃってたような、

メリットもたくさんあると思いますが、やはりデメリットっていうところもあ

ると思います。それで結局そういう少ない人数でコミュニケーションがあまり

取れないってことになると、ＳＮＳだったりとか相手が見えない、そういう世

界でのコミュニケーション力っていう事に頼る子ども達が多くなってくるのか

なと思います。デジタル社会・デジタル社会って言いますが、やはりコミュニ

ケーションっていうのは、人と人が顔と顔を付き合わせて初めてお互いのこと

を知るっていうところが大事だと思いますので、やはり、小規模校・少人数校

というところで、考えるだけではなく、やっぱりその子達の先がどうなのかっ

ていうところまでしっかり考えて検討をしていただきたいと思います。 

それで、ここに一校一特色づくりの展開へってなってますけど、一校にこだ

わらなくてその地域ですね。一地域、一特色っていうような形で、もう今の時

期から色んな高校と、専門高校は専門高校と、地域の近い高校は地域の近い高

校と、色々な活動の共有をしていってこの先また再編ていうようなことが起き

た時にお互いにその地域を盛り上げて引っ張っていく、引き続き引っ張ってい

けるっていうような準備も必要かなと思います。ほんとに６人でこの子達は楽

しいんだろうかっていうのがその現状を見た時の私の感想でした。やはり、人

とにぎわって文化祭だって、体育祭だって大人数で皆とワイワイ楽しむのが高

校生活かなって思います。皆で絆を強くするのももちろん大事ですけど、色ん

な喧嘩だったり、いじめがいいっていう訳ではないですが、やはりそういう辛

い思いをしてこそ社会に出てからの力になるのかなっていう風に思いますので、

是非その辺りもデメリットっていうところもしっかりと考えて検討していただ

けたらと思います。 

 

【古閑教育長】 

今出ました小規模校・少人数校のデメリットを今後、どう解決していくか。

堀内委員の方から、一つのネットワークを作りながら地域で解決するとか、ま



た、ここに資料にもありますけども、ＩＣＴを上手く活用しながら、そういう

環境の格差の解消を図っていくとか、そういう工夫をしながら、これまで委員

の方々からのお話がありますように、いわゆる人口減少を前提とした小規模校

のあり方、今後の県立高校のあり方について、またこれから皆さんの色んな意

見を聞きながら、検討を進めていきたいという風に思います。何か事務局の方

から、補足等ございますか。 

 

【牛田指導局長】 

失礼します、教育指導局長でございます。先程の話の中から、地域との連携・

日頃からのコミュニケーション等ありましたけども、まさにそういう視点って

いうのが、全国的に大きな必要性って言いますか、その事の重要性が言われて

おりまして、文部科学省の方でも今年度から、地域と協働して高校教育を進め

ていくというモデル校の指定が始まっております。全国で２０校の指定を受け

ましたけども、本県の上天草高校が今年第一号として指定を受けまして、今上

天草市、それから行政だけじゃなくて、色んな産業界ですとか、町づくりのコ

ーディネーターの方とか、そういった方々も一緒に学校に入っていただいて、

そして学習指導要領にある教科じゃなくて、学校設定の科目っていう新しい科

目を作りまして、毎週色んな取組みをしているところでございます。申請にあ

たっては、文部科学省のヒアリングに上天草の市役所の方も一緒に行っていた

だいて、文科省のヒアリングも受けて認められたという風な取組みが行われて

おりまして、私も先日授業を１時間見せていただいたんですけども、地元の事

を理解するための講座でしたけども、市の方がもうほんとに立派な素晴らしい

資料を作ってきてくださいます。３人ぐらい市の方が来てくださって、子ども

達に市の様子をしっかり伝えてくださって、また子ども達もしっかり聴いてい

ると。それ以外にも、地域の方とのワークショップの授業でしたり、色んなこ

とを年間計画でやっております。そういったことが、お互いにお互いを知って、

そして子ども達が地元の高校を選んだり、あるいはその高校の後、域外に出て

また戻って来るという風なことにつながるのではないかなという風に思ってる

ところです。こういう取組みをまた他、県内各地で同じような悩みがあります

ので、そういったことに繋げていければという風に思っているところでござい

ます。以上でございます。 

 

【古閑教育長】 

目指す姿の中に３つ掲げていますが、真ん中に地方創生と一体となったとい

った言い方をしています。木之内委員からお話がありましたけども、各市町村

が抱える人口減少という課題はもう共通していますので、いわゆる一つの高校



を核として、地方創生に取り組むとか。まあ、牛田局長の方からもお話があり

ましたけども、そういった取組みをすでに始めておりますので、まあこれは少

し県下全体に広めていければなという思いでおります。 

あと、私立高校の方が頑張っているということでもお話があってますが、私

立高校はある意味、それぞれ個々の私立高校だと思います。いわゆる、点だと

思います。ただ県立高校は、一つの県立高校としてのまとまりがありますので、

そのネットワークとか、いわゆる線とか面でいわゆる県立高校の良さを、先程

のその小規模校のデメリットを、線とか面をつなぐことによって解消していけ

る部分もあるんじゃないかなというようなことも今後検討を進めていければと

いう風に思っています。 

 

【蒲島知事】 

先ほど面という話が出て、確かに県立高校の強みはそこにあるなと。私鹿本

高校に入ったときに、原口先生というとても考古学で有名な方が旧山鹿高校か

ら転任されてきた。そして何が起こったかというと、旧山鹿高校の考古学部と

鹿本高校の考古学部が一体となって古墳の発掘などをして、とても良い環境だ

ったと思うんですね。だからその特色のある先生が移られても、一緒にそうい

う部活等をするとか、あるいはなんかのチャレンジをするというのが、県立学

校の方がやりやすいような気がしますね。そういう意味では、転任させるとき

にあんまり遠いところにやるとその面の特色が失われていくかも、点になって

しまうんですね。だからそういう意味でちゃんと自分たちがどういう風な県立

高校のネットワークを将来つくるかということも考えながら、今から考えとく

とですね、それに対応できるんじゃないかなと思います。生徒たちはそういう

先生を中心にまとまって、考古学を学んできましたので、そういう意味では財

産としての先生の配置の仕方もとても大事じゃないかなと思います。面と兼ね

てね。 

 

【古閑教育長】 

はい。ありがとうございました。 

 

【櫻井委員】 

すみません。知事のお話で、地方創生と先生ということで、学校人事課はど

う思ってらっしゃるんでしょう。お聞きしたい。方針です。先生の配置の方針。 

 

【磯谷課長】 

学校人事課でございます。基本的な異動方針というのは、しっかり定めてそ



れを基本にしておりますけども、各学校・各地域の特色というのがございます

ので、十分校長先生をはじめ、またその関係する地域の声というのも学校長を

通じてですね、確認をして、対応して参りたいと思っております。 

 

【櫻井委員】 

よろしくお願いします。 

 

【磯谷課長】 

先ほどのスーパーティーチャーのお話も、県下で今１３名県立高校でスーパ

ーティーチャーおりますけども、年齢がある程度高い先生もおられますので、

その辺は再任用なり、再配置なりっていう形で努力して参りたいと思っており

ます。以上でございます。 

 

【古閑教育長】 

それでは３つ目のテーマの方に一旦移らせていただきます。３つ目は「『夢』

を支える～いわゆる専門家等と連携したいじめ・不登校対策の推進」というこ

とでございます。それでは事務局のほうから説明をお願いいたします。 

はい、それでは３つ目のテーマ「夢を支える専門家等と連携したいじめ不登

校対策の推進」についてご議論いただければと思います。 

 

※事務局説明省略 

 

【吉井委員】 

専門家との連携というのはとても大事な事だと思います。数字も出ておりま

すが、不登校の２，３７２人。２，０００人を超えているというのは大変な人

数だと思います。よく知事がおっしゃる言葉に「教育で貧困の連鎖を断つ」と

いうのがあります。これには大変共感しております。確実にこの言葉は成果を

上げていると思うのですが、逆に教育の現場が貧困の始まりになる場合があり

ます。それが、このいじめと不登校です。２，０００人を超える子どもが学校

に行けず、本来学ぶべきことを学ぶことができず、結局学校を卒業しても働く

ところも少なくなり、貧困のスタートに立つ可能性があります。それは止めた

い。それは何とか止めたいと思います。教育現場が貧困のスタートになっては

いけないと思います。    

今は学校安全・安心推進課が設置されまして、対応が早くなり、とても丁寧

になって良くなったのではないかと思っております。課の方には本当に重くて

大変な仕事についていただいて感謝しかありません。そして、今いじめでは「ハ



ブる」「ハブられる」というのが増えています。これは除け者にするわけではな

く、ただ他の子と仲良くするだけみたいなそんな感じのことなんですが、これ

が増えているのは、「いじめてるんじゃないの？」と聞かれても、「あっ気がつ

きませんでした」と言い訳ができるいじめなんです。ただこれが長く繰り返さ

れる事で、子どもは傷つき不登校になることがあります。いじめた方は「気づ

きませんでした」と言いますし、親は学校が大事だということを知っています

ので「勉強が遅れるよ」と言います。先生も心配して、学校においでと言いま

す。それぞれの思惑の中で子どもは結局何も解決しないまま独りで苦しむ事に

なります。それぞれの立場で、一つのいじめに対しても感じ方が違いますが、

まずは子どもの心が最優先ではないかと思います。場合によっては、保護者、

先生とも納得のうえで「休んでもいいよ」と言える環境、もちろんそれには勉

強に関する事とかいろんなフォローが大切なんですが、そういう環境が必要で

はないかと思います。子どもにとっては常に居場所がある、誰かと繋がってい

られる、そういう環境あるいは相手がほしいところです。それは友人であった

り、親であったり、先生であったりもするんですが、近所のおじちゃんおばち

ゃんであってもいいと思いますし、そして、できれば自分と繋がるだけでなく、

他の人とも繋げてくれるそういう存在であってほしいと思います。 

スクールロイヤーの導入も検討されているようで、実現するといいと思うの

ですが、それと同時に、いじめ担当の先生も配置ができないかと思います。滋

賀県の大津市に既に導入されているらしいんですが、学校の先生は担任の先生

にしろ、養護の先生にしろ、全ての生徒さんに公平でなくてはなりません。で

すが、クラスで孤立し、学校で孤立している生徒にとっては、その公平は公平

ではないんです。味方がほしいのです。いじめ担当の先生はいじめられている

子どもの味方になれます。そういった先生がいらっしゃることで誰かと繋がっ

ている、そしてその先生を通じて他の生徒と繋げてもらう。そういったことも

含めて、このいじめ担当の先生の導入ができないものかと今は思っております

ので、これを検討していただければありがたいかなと思っております。以上で

す。 

 

【古閑教育長】 

はい。ありがとうございました。 

 

【木之内委員】 

ご質問と言うか不登校がだいたい２，０００人ちょっとぐらいずっといると

いうことですけど、例えば色々カウンセリングをしたりとか色々な手を打った

ことによって、登校できるようになったという生徒が例えば何パーセントぐら



いいて、そこにまたずっと横ばいということは生まれてきてるのか、それとも

なかなかやっぱり解消できない問題になってるのか、その辺分かったら教えて

いただきたいんですけど。 

 

【川浪審議員】 

学校安全・安心推進課でございます。着座にて回答させていただきます。今

御質問がありました不登校についてですが、市町村が設置します適応指導教室、

そういったところに行かれている生徒さんであるとか、あるいは民間の施設で

ありますフリースクールと言われる所に、SC あるいは SSW の方々が御紹介とか

されまして、そこから少しずつ学校の方に復帰できるよう、生徒さんたちに行

動を促しているというところまでは把握はしておりまして、実際学校の方に行

かれているかどうかというところまでは確認ができておりません。申し訳ござ

いません。 

 

【櫻井委員】 

すみません、不登校の定義は何ですか。 

 

【古閑教育長】 

それでは、局長の方から。 

 

【牛田指導局長】 

統計上公表されるものは、３０日以上の欠席が長期欠席ということで、その

中の理由を見ながら、病気が理由であるとか、経済的理由があるとか、そうい

ったもの以外は不登校というとになります。具体的には、学校への不適応だっ

たり、そういったものがあります。基本的には３０日以上長期欠席の中の、そ

の一部分という定義で国の調査も行われていますし、そういう数字を出してい

るところです。それから、先ほどご質問がありました子どもたちについては、

その後の復帰はちょっと私も持ち合わせておりませんけれども、先ほど申しま

したように状況を見ながら、その原因がそれぞれありまして、その原因によっ

て適応指導の教室につないだり、あるいは経済的な理由だった場合は今 SSW 等

の配置も増えてきてますので、そういった方にも入っていただいて、色んな環

境を整えるとかその状況に応じた対応をしているということで、いろんな事情

や背景を解決して、学校に戻れるような環境を作っていく。ただ、御意見にあ

りましたように、必ずしも強引に学校に繋ぐということだけが得策ではありま

せんので、そこは個別に、状況を見ながら、まさにいろんな専門家の方等と連

携しながら、個別の対応をするという状況です。 



【木之内委員】 

ありがとうございます。もちろん経済的な部分ですとかそれぞれの色々な事

情がある、そういう中でできるだけカウンセリングをして、母校に戻れるとい

うのが一番理想だとは思うんですね。ただもし、ある程度固定的にかなり長期

休んじゃうとか、なかなか精神的な部分で戻れないとか、こういう子がある一

定の数をもしいるとしたら、この中がどういう割合だかわかんないんで、はっ

きりしたことはわかりませんけど、やっぱりばかにならない数なんで、例えば

それがある一定の例えば５００人なのか、８００なのかわかりませんけどいる

としたらですね、やっぱりもう一歩踏み込んで、今は民間に任せたりというこ

とが多いのかもしれませんけど、むしろそういう子たち対応の学校みたいなも

のも少し考えた方が良いのかなということをちょっと思ったんですね。まあで

きるできないは別として。それがなにかというのは、我々にもかなり不登校の

親からの相談で預かってほしいというのがかなりの数、話があるんですね。現

実に我々も今まで何人か預かったことがあります。まあやっぱり本当に行けな

い子達ていうのは場所が完全に変わる事でけっこう大丈夫になってみたりとか、

うちでは高校卒業の資格をもう試験で取らせて、今大学行ってる子とか相談あ

った子の中に３人位いるんですね現実に。だから、そういうのはよく通信高校

なんかが受け持っているような話も聞きますけど、ある意味これだけの数があ

るとそこをもう少しきちっと数値的なものも把握した上で、例えば、自然の中

にあるような郡部の学校みたいなところに特別にそういう部分を作っていくと

かそういうことなんかもちょっと検討しても良いような気もするんですけど。

特に我々の農業の部分なんていうと生き物相手にするんで、非常にメンタル的

部分のケアには良いとか、あとはいろんな意味でそれで復帰していくというの

はあるというのを我々聞いていますんで、何かそういう部分も検討してみるの

もいいのかなという気がします。 

 

【古閑教育長】 

他はよろしいですか。 

 

【堀内委員】 

私も木之内委員の意見に少し似ているんですけど、不登校になる生徒という

のは色々な背景があると思うんです。もちろんいじめだったり家庭環境だった

り、あとはやっぱりクラスが変わってなんとなくクラスに馴染めなかったりと

か、すごく自分に自信のある子が一回挫折を味わったことでそこから自尊心が

回復せずにっていうような、色々な背景があると思うんですけど、果たして色

んな背景はあるとしても、不登校の子が必ずしも私も学校にきちんと戻らない



といけないのかなあっていうのは、とっても疑問に思うんですね。やはりその

子が何故そういう風に不登校になったかっていうまず原因を探っていくことが

一番大事で、それで結局その子がまた、新たに社会性を発揮出来るっていうか、

社会の場で活躍が出来て初めてその不登校っていうのが克服出来るのかなって

思うので、教育現場としてとても難しいとは思うんですが、やはり、学校に来

なくてもそういう子達がまた社会性を発揮出来るような、木之内委員がおっし

ゃるように、場所づくりだったり、情報ですね。 

一番不登校になって何が大変って、親が悩むんです。いじめとかあとはいわ

ゆるその家庭環境だっていう所は別として、理由が分からない、私達にも分か

らないけど学校に行かない。前の日は、「明日学校に行く」って言うけど、朝に

なるとお腹が痛くなって、頭が痛くなって行きたくない、行けない。親もとっ

ても悩むんです。なので、そういう時に、やはり「色んな方法があるよ。色ん

な手立てがあるよ」っていうようなことを、親にも情報として流して子どもに

もこういう方法があるんだ。だから、無理してって言い方は語弊があるかもし

れないけど、「頑張りすぎずに。頑張って学校に行かなくても良いんだ。」って

いうような気持ちを持たせてあげるっていう事もとても大事だと思います。 

今それこそ、「ホームエディケーション」って言って家庭学習っていうような

ことも少しずつですけど広まってきています。そういう中で、学校と家庭が連

携出来る場合は、そういう風な形で学校も家庭の中で何が出来るんだろうかっ

ていうような情報だったりっていうのを発信していく事が大事かなと思ってお

ります。 

それから、ちょっと一つ「愛のプラン１・２・３運動＋１」っていう対応が

あるんですが、意外に、保護者の方が学校からの連絡が負担、先生から電話が

掛かってくるのが負担っておっしゃる家庭のお話をよく聞きます。もちろん先

生方はとても学校に出てきて欲しいっていう思いで一生懸命やられると思いま

す。もちろんこの「愛の１・２・３運動＋１」ていうのもとても効果を発輝し

ている場合もあるかもしれません。やはりその家庭、家庭によって状況が違う

と思いますので、その辺りはデリケートなところになってきますので、やはり

学校でもケース会議って言うのを開催されているみたいなので、働き方改革と

か言われてますけれども、大事な事にはやはり少し時間を費やしていただける

ようにケース会議はなるべく多くというか、色んなケース会議が出来るような

そういう状況もつくっていただけたらと思います。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。知事お願いします。 

 



【蒲島知事】 

不登校の経験があるのは私だけじゃないかな。大事な事は、不登校になった

からと言って、「高校とは縁が無い」と縁を切ることが一番悪いと思います。だ

から味方に常になってあげる。私は鹿本高校だったんですけれども、２４歳の

時に急にネブラスカ大学に留学したくなって、結局そこで高校の先生が推薦状、

成績証明書これを英語で書いてくれたんですけど、そういう意味では、２４歳

までコミュニケーションが無かったけれども、高校は見捨てなかったと。そう

いう存在がとても大事だと思いますよね。最後はそこに頼れるところがあると、

そういう意味で昔の経験から言わせると、高校はそういう存在であってほしい

なと、それは愛校心にもつながっていくと思いますし。それから、不登校でも

急に復活できるケースもあるわけですね。私は、２４歳で６年遅れて大学に入

りましたけど、そういう意味で、いつも言ってるのは、高校だけは出ときまし

ょうと。人生の復活劇で、高校がちょっと大事になってくるのかなと。だから

高校が認める、そういう見捨てないような熊本の高校が大事だなと私は思いま

すので。以上です。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。他はよろしいでしょうか？ 

 

【堀内委員】 

最後にちょっと是非お願いをしたいなと思ってすみません。もう多分皆さん

ご存知の方もいらっしゃると思う『子ども六法』て読まれた方は事務局の方い

らっしゃいますか？私もこれが話題になっていて読みました。ほんとにいわゆ

る法律の事が子どもに分かりやすく、振り仮名を振って分かりやすく書いてあ

ります。それでここの帯の所にも書いてありますけど「いじめ・虐待に悩んで

いる君へ」っていうことで、やはりこういうものが一冊あると、とても法律を

身近に感じられると思います。 

いじめられている側とか虐待に遭っている方もそうなんですけど、それをし

ている側も、ほんとに犯罪とか法に触れるっていうような思いでそういう事は

してないと思います。こういうことを読むことで、「自分のしていることが法に

触れるんだ」っていうようなことがとても分かってくるような気がします。ほ

んとに是非クラスに一冊こういうものが身近にあると、これを全部読んで全部

理解しろじゃないんです。「あ、そういえばこういう本があって、こんな事が書

いてあったね」っていうのが頭の片隅にあると、何か困った時の助けになるん

じゃないかなと思います。それで、これはもちろん子どもだけではなく、親に

も是非読んでいただきたい。親子で共有していただきたい本だなと思っており



ます。私も最後になりますので、こういう本の紹介をする機会がないかなと思

ってすみません。今日はちょっと持参をしました。是非クラスに一冊っていう

検討をしていただけるように学校側の方にも情報として流していただければ嬉

しいと思います。以上です。 

 

【古閑教育長】 

ありがとうございました。他よろしいでしょうか？色々委員の先生方から知

事含めてご意見ございまして、学校側がやはり最後まで味方になるという姿勢

と、あと、学校だけでやっぱり解決が難しい案件が非常に増えてますので、表

題にありますように専門家とか、関係機関とか、まさに木之内委員がおっしゃ

った、民間の企業とか、そういったものを含めてですね、やっぱり社会で支え

る仕組みっていうか、そういったものもつくっていかないと、なかなかこの不

登校並びにいじめの対応っていうのは、非常に難しくなってきておりますので、

そういった対応を今後しっかりと考えていければという風に思っています。あ

りがとうございました。 

それでは最後ですね、今３つのテーマでご議論いただきましたけれども、最

後は、もうまさにフリーのフリーということで、これ以外にも含めて何かお気

付きの点・もしくは、あの先程一枚紙１０項目をちょっとお示ししております

が、そういったものも参考にしていただきながら、最後お話をいただければと

いう風に思います。 

 

【吉井委員】 

じゃあよろしいですか？すみません。 

 

【古閑教育長】 

はい。 

 

【吉井委員】 

頂いた１０項目の中の指導力の向上・スーパーティーチャーの増ということ

で、先程色々話は出たんですが、とてもありがたいなと思ったのは、再任用時

に遠くの学校にというか、小規模校に来ていただいて指導していただくという

のはとても嬉しい案だなと思いました。おそらくこれからスーパーティーチャ

ーさんは色々増えていくと思うんですが、その時に必ず「再任用の際は、ひょ

っとしたら小規模校に行っていただく可能性もあります」ということをお伝え

願いたいと思います。 

それと、この指導力の向上ということなんですが、今ちょっと問題になって



ます神戸市の先生のいじめの件ですが、あの加害者側の４人の先生方皆さんと

ても指導力の豊かな先生だったそうです。だから指導力はとても大事なんです

が、同時に、人間性もしっかり見ていただいて判断をお願いしたいなと思いま

す。どうぞよろしくお願い致します。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。せっかくですから最後にお一人ずつ。 

 

【木之内委員】 

そうですね、僕は、色々今まで教育のこと教員としても携わってきていつも

思ってるのは、やっぱり教員自体のグレードアップ。ここが一つはキーになる

なあと思っています。特に、今社会の変化がものすごく早いんで、やはりその

今の社会っていうものがどういう風に動いてるのか。また、地域がどうなって

るのかっていうのを、色々な意味で先生方に特に興味を持っていただきながら、

常に教員自体も自分たちもステップアップするんだっていう意識を強く持って

いただきたいなと思いますし、是非、もちろん教育センター含め色々な研修が

されてることは重々承知してますけれども、色々な意味で社会性という部分に

ついて、是非そういう機会を増やしていただけたらなっていうのを感じており

ます。そういったのは最終的に子ども達にどう繋がっていくかということにな

ると思いますので、そんなことを思っています。 

 

【古閑教育長】 

はい、ありがとうございました。 

 

【堀内委員】 

そうですね。ほんとに子ども達が「熊本で学んで良かった」っていう風に言

えるような県になれば良いなと思っています。ほんとに今日のテーマもそうで

すし、この重点１０項目っていうものもそうですけど、これだけ子ども達をし

っかり考えて、一人ひとりに対応していこうっていう子ども達に対する熱い思

いが熊本の教育にはあると思います。なので、ほんとに子ども達が「俺、熊本

で育ったんだぜ」って皆に胸を張って言える、そういうような教育に皆でして

いきたいなと思いますし、私も今日で教育委員は最後ですけど、そういう風な

所、一生懸命サポートしていきたいなと思います。 

 

【古閑教育長】 

では櫻井委員お願いします。 



【櫻井委員】 

櫻井でございます。１つだけ足すと、先生の不祥事が多発しているようには

見えてるんですけど、でも熊本県は、他県と比べたらいけないのかもしれませ

んが、良い方ではないかなという気はしているんですが、でもやはり増えてる

っていうので、やっぱり１つは教職員を新卒で採るということが、やはり問題

だと私は思っておりますんで。制度としてはあると聞いてますが、やはり校長

推薦によって、臨採で来た人を大体半年ぐらい一緒に仕事してるわけですから、

半年仕事すれば大体人間性が分かります。そこを２、３割そういう先生達が入

るようになれば、分かると思います。じゃないと、新卒で採るといった時は人

間性まで分かりませんので。是非ですね、校長推薦という制度を活用して、そ

してあるいは中途採用も入れてですね、先生があまりにも均一化してますので、

もう少し。もちろん文科省からの流れがありますので、そんなにあまりにも変

わった人はだめかもしれませんが、もう少し特色のある人を入れても良いんじ

ゃないかなという風に思います。 

 

【木之内委員】 

ちょっと一つだけ良いですか。今ふと思ったんですけど、蒲島賞をずっと審

査させていただいて、びっくりするぐらい県庁の職員の方が喜んでいる姿をず

っと見ているんで、先日先生方の表彰があったのを、ここに知事いらっしゃる

んで、是非年に一回表彰された先生方を知事公邸に呼んでいただけると、かな

りモチベーション変わるんじゃないかなと。それと、やはり表彰自体がなかな

か推薦が出てこないみたいな話もこの前の委員会でありましたんで、やっぱり

何となくこういうそういうシンプルに目指すみたいな感じをもし宜しければ、

お忙しいとは思いますけど、招待いただければなんて思います。 

 

【蒲島知事】 

はい。今のご意見ですけども、私はいつでも。知事公邸で。ただ、確か最初、

頑張る高校生の表彰をされるのを考えた時に、最初は、結局そういう差をつけ

たらいけないという教育委員会からの反応があったんですね。でも、あれやっ

て良かったなって思うのは、ものすごく少ない投資で過大な・多大な成果があ

がっているんじゃないかなと思います。また同じように、蒲島賞もやった時に

やっぱり人事の方は、積極的じゃなくて。何か差を付けることに。何か平等性

っていう言葉にものすごく皆さんは注目されるけれども、先程櫻井さんがおっ

しゃったように、やっぱり人物を見るときに、平等な試験でその平等な試験を

受けた人が、正当性を持つというよりも、色んな考え方の人を人間性を含めて、

やっぱり臨時採用の中にたくさん良い人がいると思うんですよね。残したりと



かもしてね、それを残せるような仕組みが必要じゃないかなって思います。 

一番簡単なのは、テストで上位から採っていくとかですね。それは可能です

よね。平等かもしれないけど、社会ってのはそういうもんじゃなくて、もっと

色んな対応力が必要なんじゃないかなと思うので、是非櫻井さんの意見も考え

て欲しいと思うし、木之内さんの提案は、いつでも。知事公邸に皆で来てほし

いと思うし。 

それからもう一つですね、この１０項目を見るとですね、平成２６年３月の

教育プランには、夢とか貧困の連鎖を断ち切るとかそういうのがあふれてるん

ですけども、これを見ると、この夢は新学習指導の夢実現案だからすごくその

夢の矮小化っていうか、もう少し、本当の夢のある部門が必要かなとか。もう

一度、６年前ですかプランを見ていただいて。そして、実務的な重点１０項目

になっているけども、もう少し夢があったり、あるいはさっき言った貧困の連

鎖を教育で断ち切るとか。そういうのが蒲島県政の大目標だったので、その部

分をもうちょっと考えていかないといけないなと思います。以上です。 

 

【古閑教育長】 

はい。では、他言い足りない先生方は大丈夫でしょうか？それでは一応時間

の方も参りましたので、本日の教育総合会議はこれで終了させていただきます。   

私ですね、知事から教育長に就任当初に国の教育再生実行会議に同行させて

いただいて、国の方のいわゆる教育の危機感といいますか、国の方は諸外国と

比べてこれから日本の子ども達、また日本そのものが、どう立ち向かっていく

かという事に対してやはり、今の諸外国に比べると、教育力がだいぶ落ちてる

んじゃないかなという危機感を非常に特に経済界の方を中心に、おっしゃって

おられました。そういう生の現場を拝見させていただく機会を与えていただき

ましたんで、これからの日本、もしくはこれからの熊本県をしっかり支える子

ども達の為に、我々がどういった取組みが出来るかということを、また委員の

皆様方と一緒になって、また知事を含めてしっかりと、考えていきたいという

風に思います。知事が最後におっしゃった夢の実現に向けてですね、我々も一

生懸命取り組んでいければという風に思っております。それでは、事務局の方

にお返しをさせていただきます。 

 

 


